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認
定
子
ど
も
園
「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」
の
開
園
に
と
も
な
い
、

若
桜
保
育
所
で
最
後
の
退
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
退
所
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
抱
き
な

が
ら
、
新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

若
桜
保
育
所
退
所
式
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氷ノ山アルペンスキー大会		

　氷ノ山アルペンスキー大会が３月16日（土）、17日（日）わかさ氷ノ山スキー
場樹氷スノーピアゲレンデで行われました。県内外から多数の選手が参加し、熱
い戦いが繰り広げられました。各部門の優勝選手の成績は次のとおりです。

（敬称略）

B 級男子大回転
順位 氏　名 所　属

1 西村　輝 広島県 豊平 SC
B 級男子回転
順位 氏　名 所　属

1 今川　堤二 鳥取県　米子北高校
B 級女子大回転
順位 氏　名 所　属

1 堤　　晴彩 学連　鳥取大学
B 級女子回転
順位 氏　名 所　属

1 廣瀬　菜実 島根県　松徳学院中校
K ２男子大回転
順位 氏　名 所　属

1 堀江　健太 京都　間人中学校
K ２男子回転
順位 氏　名 所　属

1 堀江　健太 京都　間人中学校

K ２女子大回転
順位 氏　名 所　属

1 井上 菜奈 兵庫　夢が丘中学校
K ２女子回転
順位 氏　名 所　属

1 井上　菜奈 兵庫 夢が丘中学校
K １男子大回転
順位 氏　名 所　属

1 池田　匡邦 岡山　思誠小学校
K １男子回転
順位 氏　名 所　属

1 池田　匡邦 岡山　思誠小学校
K １女子大回転
順位 氏　名 所　属

1 長谷川　美優 島根県　三成小学校
K １女子回転
順位 氏　名 所　属

1 井上　佳奈 兵庫県　照来小学校
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会
に
先
立
ち
、
鳥
取
県
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長　

長
谷
川

和
郎
氏
と
小
林
町
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
前
住
孝
行
準
備
委
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り
ク

ラ
ブ
設
立
趣
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の
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明
が
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れ
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し
た
。
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平
成
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役
員
に
は
、理
事
長
に
植
嶋
荘
司
さ
ん
、

副
理
事
長
に
井
口
敬
治
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
定
期
・
不
定

期
教
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
各
種
大

会
な
ど
多
数
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

世界選手権金メダルを子どもたちに披露する宇佐美選手

鳥取県総合型地域スポーツクラブ
連絡協議会長谷川会長

趣旨説明を受ける出席者

※このクラブは誰でも入れます。詳しくは、

別紙チラシをご覧ください。多くの皆さ

まのご加入をお待ちしております。

祝辞を述べる小林町長

町
民
が
楽
し
く
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
し
、
更
な
る
健
康

の
向
上
を
願
っ
て
い

ま
す
。

若
桜
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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桜
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」
設
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す
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総
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後
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念
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演
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し
て
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第
21
回
世
界
空

手
道
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手
権
大
会
金
メ
ダ

リ
ス
ト
宇
佐
美
里
香
選
手
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
演
武

と
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

演
武
で
は
、
切
れ
味
鋭
い
形
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
気
合
い
の
入
っ
た
声
や

「
ピ
シ
ッ
」
と
い
う
音
が
、
会
場
内
に
緊

張
感
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
で
は
身
近
な
人
を
模
範
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
も
強
く
な
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
事
や
、

鳥
取
の
地
に
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ピ
ソ
ー
ド
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れ
ま
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た
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最
後
に
世
界
選
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権
で

の
優
勝
映
像
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
優

勝
戦
で
は
超
満
員
の
観
客
１
万
６
千
人

か
ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
贈
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

世
界
選
手
権
で
の
金
メ
ダ
ル
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
来
て
い
た
子
ど
も
た
ち

に
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
情
熱
を

も
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

20周年を祝って記念写真

　青少年育成アドバイザーの会が結成20周年を迎え、記念
事業「未来へ届け！夢ふうせん」を開催しました。 
　参加した子どもたちは、ショーを楽しんだ後、バルーン
アート実演プレゼントに長蛇の列をつくり大喜びでした。 
　その後、それぞれのメッセージを書いた短冊付風船を一
斉に大空に飛ばし、フィナーレとなりました。後日、その
風船の一つが「三重県伊賀市」まで飛び、拾われた方から葉
書が送られて来るなど、思い出に残る記念事業となりまし
た。
　続いて行われた記念式典では、長年にわたり青少年育成
に尽力された功績を讃え、町民会議会長から以下の方々へ
感謝状が渡されました。 
○植嶋しのぶ　さん　○中尾　正二　さん
○青木　弥生　さん　○小林　夏美　さん

未来へ届け！夢ふうせん
～青少年育成アドバイザーの会結成２０周年記念事業～
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 総務費

●合併６０周年記念事業（２４８万８千円）

　記念講演とＮＨＫ全国放送公開番組を行な
います。
●住宅用太陽光発電の推進（２４万円）

　太陽光発電設備を導入した住宅に上限
２４万円を助成します。
●国際交流（４３７万７千円）

　韓国 平
ピョン

昌
チャン

郡
グン

と職員の相互派遣交流や町民
と平昌郡民との交流事業を行います。
●移住定住対策（４４６万９千円）

　本町への移住定住を促進するため、専門員
を配置し、空き家改修や購入などの費用を助
成します。
●若桜鉄道対策（６，９４５万３千円）

　線路などの鉄道施設の管理や若桜駅待合室
などの整備を行います。
●バス運行（４，６７２万５千円）

　町営バスの運行と車両更新、諸鹿線や広域
路線バスに運行費用を助成します。
●村づくり交付金（１６５万円）

　各集落の村づくり活動に応援金を交付します。
●地区コミュニティ施設の整備

（１３１万４千円）

　集落の街灯の新設・改修などに助成します。

 民生費

●消費者行政（１２９万９千円）

　消費生活相談を週１回開催します。
●介護者の支援（２１０万円）

　自宅で介護されている方に年額６万円の支
援金を支給します。
●高齢者世帯の豪雪対策（１００万円）

　高齢者世帯の雪下ろし費用を助成します。
●シルバー人材センターの運営補助

　（７０万５千円）

　高齢者の就業を支援し、社会参加と生きが
いづくりを推進します。
●特別医療費（２，４６３万５千円）

　障がい者、ひとり親家庭などへ医療費を助
成します。
●障がい者福祉（１億１，６３１万７千円）

　障がい者の方を援助・保護し、障がい者福祉
の促進や障がいのある方の自立を支援します。
●児童措置（３，３８０万７千円）

　中学校課程修了までの子どもの保護者に手
当てを支給し、生活の安定、児童の健全な育
成を図ります。
●ひとり親家庭の支援（１，６６９万円）

　ひとり親家庭の生活安定と経済的自立を支
援します。
●わかさこども園の運営

　（２，６５０万７千円）

　保育所と幼稚園を統合し、わかさこども園
としてスタートします。
●生活保護（８，２８１万３千円）

　被保護者の生活保障と経済的自立を支援し
ます。

一般会計
　平成25年度一般会計当初予算の総額は34億1,900

万円で、前年度より３億6,600万円増加（前年度対比

12.0％増加）しました。増加した主な要因は、給食セ

ンター改築事業や木質バイオマス資源加工ステーショ

ン整備事業などの新規事業によるものです。

　予算編成では、町税などの自主財源が減少するなか

で、第９次若桜町総合計画に掲げた「住民一人ひとり

がまちづくりの主役となり、豊かな自然と歴史と文化

を継承しながら安心して快適に暮らし、魅力あふれる

まちづくり」に取り組むことを目指しました。

（注）（　）内の割合は総額に対するものです。

商　工　費
消　防　費
議　会　費　
予　備　費

地方交付税
17億7,100万円
（51.8％）

民生費
7億6,684万1千円
（22.4％）

教育費
5億5,210万6千円
（16.1％）

総務費
5億4,602万1千円
（16.0％）

農林水産業費
　4億5,947万7千円

（13.4％）

公債費
3億2,106万円
（9.4％）

34億1, 900万円

衛生費
　2億693万4千円（6.1％）

1億1,900万9千円（3.5％）
1億437万8千円（3.1％）
6,055万2千円（1.8％）
155万9千円（0.0％）

土木費 
　2億8,106万3千円（8.2％）

歳入 歳出依
存
財
源（
86
.0
％
）

町　　税
　2億3,898万2千円（7.0％）

その他
　1億6,182万2千円（4.8％）

繰越金
　7,937万円（2.3％）

自主財源（14.0％）

国県庫支出金
　6億4,416万1千円（18.9％）

町　　債
　4億6,362万1千円（13.6％）

譲与税・交付金
　6,004万4千円（1.8％）

平成25年度 当初予算

 衛生費

●予防費（１，１１２万９千円）

　インフルエンザ、定期予防接種、肺炎、細菌性
髄膜炎、子宮頸がんの予防を対象に助成します。
●環境衛生（３０８万６千円）

　資源ゴミ回収やゴミ減量化の推進、生ごみ処理
機の貸し出しを行います。
●健康増進（１，２２７万円）

　各種がん検診、健康教育、健康相談や生活習
慣病の予防、自殺予防対策を推進します。
●塵芥処理対策（１億８１９万２千円）

　ゴミの収集や処理を適正に行います。また、ス
トックヤードの整備に向け、町の旧塵芥処理場の
解体工事を行います。

 教育費

●入学祝金（３０万円）

　若桜学園の１年生と７年生に教育費として
１万円を支給します。
●学校給食費の軽減（４０９万円）

　子育て支援として町が給食費の１／２を負
担し、保護者負担の軽減を図ります。
●通学対策（１，３３５万１千円）

　若桜学園に通学するバス定期券・回数券と
７年生にヘルメット・安全タスキを支給しま
す。また、若桜鉄道または日本交通の定期券
を購入した高校生に、通学支援として月額
７千円の通学助成金を支給します。
●国際交流（１９２万７千円）

　若桜学園が平昌郡の学校と交流を始めます。
●給食センターの運営

　（２億８，７５２万８千円）

　食育の推進による健全な発達と、安心安全
な学校給食を提供します。また、新しい給食
センターを若桜学園内に建設します。
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 農林水産業費

●農業の振興（２，８３０万３千円）

　中山間地域等直接支払制度、特産品開発支援を行
います。また、青年就農の支援や若桜町農業再生協
議会への補助金、農業指導専門員を配置して農業施
策を推進します。
●有害鳥獣駆除対策（２，１１０万９千円）

　野生鳥獣による農林産物への被害を防止するため、
電気柵やトタンなどの設置費用を助成します。また、
獣肉解体処理施設の管理運営を行い、獣肉を生産し
ます。
●地籍調査（２，７８４万７千円）

　岩屋堂地区の一筆地調査を実施します。
●林業の振興（２億１，７７４万２千円）

　間伐や枝打、間伐材の搬出、作業道の開設、林業
機械の購入に助成します。また、木質バイオマス資
源の地域内循環システムを構築するため、木質バイ
オマス資源加工ステーションの整備と木質バイオマ
ス機器導入のモデル調査、地域おこし協力隊の配置
を行います。
●林道の整備（１，２６２万８千円）

　林道根安 米線の整備と既存林道の適正な管理を
行います。

 消防費

●非常備消防（９，４２２万円）

　消防団、自警団の活動支援や、各自治会の消防設
備の維持管理・備品購入に助成します。
●災害対策（１，２８８万５千円）

　有事に備え備蓄物資の管理と災害時用簡易トイレ
の整備を行ないます。また、防災専門員の配置と防
災訓練の実施や住宅の耐震診断・設計・改修に助成
を行います。

 土木費

●町道の維持（３，４２５万４千円）

　町道の維持補修や除雪を行います。ま
た、集落用の小型除雪機を購入します。
●町道の新設改良（５，０２２万７千円）

　町道吉川村中２号線の改良を行います。
●住宅の管理（３，０６３万９千円）

　町営住宅の下水道接続を行います。ま
た、おためし住宅の管理・運営を行い、
移住定住を促進します。
●ふるさとの川を守る事業（５０万円）

　河川の愛護活動を行う団体や自治会に
奨励金を交付します。

特別会計名 予　算　額 前年度比（％）
国民健康保険事業 ４億９，０７９万４千円 ２．６
介護保険事業 ５億９，５４０万円 １．０
後期高齢者医療 ５，２０５万６千円 ０．２
簡易水道事業 １億２１万円 １５．２
公共下水道事業 １億８，１３２万８千円 ２．５
農業集落排水事業 ９，００７万５千円 △１４．９
赤松団地造成事業 １，０６２万４千円 １．２
財産区造林事業 ６９１万３千円 ８．４
住宅新築資金等貸付事業 １９０万円 △２．７
索道事業 ４，４５４万６千円 △１２．０

特
別
会
計

　

特
別
会
計
10
会
計
の
当
初
予
算
の
合
計
金

額
は
、
15
億
７
，
３
８
４
万
６
千
円
で
前
年

度
よ
り
１
，
４
９
７
万
８
千
円
増
加
（
前
年

度
対
比
１
・
０
％
増
加
）
し
ま
し
た
。

 商工費

●商工業の振興（３，３５８万６千円）

　小口融資の貸付や新規創業開業者に報
奨金を交付します。また、休憩交流処か
りやと昭和おもちゃ館の運営費、空き店
舗対策、地域おこし協力隊の配置とチャ
レンジショップ設置・運営に助成します。
●観光の振興（２，８１１万３千円）

　若桜町観光協会や鬼っこまつり、花火
大会などのイベントへ助成し、魅力ある
観光地づくりを目指します。
●氷ノ山の集客促進（４，０５１万７千円）

　高原の宿氷太くんやキャンプ場、スキー
場施設などの管理委託を行います。また、
鳥取県などと連携して、氷ノ山の活性化
に向けた取り組みを行います。

☎
お問い合わせ先

税務課
（８２）２２３４

ＩＰ９（８２）２２３４

からの

お 知 ら せ
税 務 課

　

今
年
度
の
各
税
・
保
険
料
の
納
期
は
次

の
と
お
り
で
す
。
税
・
料
ご
と
に
第
１
期

納
期
の
10
日
前
ま
で
に
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
各
納

税
組
合
ま
た
は
下
記
の
金
融
機
関
な
ど

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、
振
替
日
の
前

日
ま
で
に
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
・
保
険
税
・
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で
!!

　

○　

口
座
振
替
の
お
す
す
め

　

・
各
納
期
限
日
に
自
動
的
に
口
座
か
ら

引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
納

め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

・
手
続
き
は
、
各
金
融
機
関
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

・
口
座
振
替
や
変
更
の
開
始
月
は
、
金

融
機
関
の
受
付
が
月
の
15
日
ま
で

の
も
の
は
翌
月
以
降
に
、
16
日
以
降

の
も
の
は
翌
々
月
に
到
来
す
る
納

期
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

・
口
座
の
番
号
や
名
義
人
に
変
更
が
生

じ
た
り
、
振
替
の
廃
止
や
納
付
方
法

を
変
更
す
る
場
合
な
ど
は
、
取
扱
金

融
機
関
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

納付月 ４月 ６月 ７月 ８月 10月 11月 12月 １月 ２月

税目など 納期限
口座振替日

4月
30日

7月
1日

7月
31日

9月
2日

10月
31日

12月
2日

12月
25日

平成26年   
1月31日

平成26年    
2月28日

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期

町県民税
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税
　（普通徴収）  １期 ２期 ３期 ４期

介護保険料
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

後期高齢者医療保険料
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期

○納期限・口座振替日

平
成
25
年
度
町
税
・
保
険
税
・

　
　
　
　保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て

○納付書で納付される場合の納付場所

鳥取信用金庫
本支店

鳥取いなば
 農業協同組合

本支店

鳥取銀行
本支店

山陰合同銀行
本支店

若桜町役場
出納室

 ※納付書で納付される場合は、ゆうちょ銀行ではお取扱いできません。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
!!

新
し
い
行
政
相
談
委
員
に

平
家
浩
二
さ
ん
（
落
折
）

  

　

こ
の
た
び
、

永
年
行
政
相
談

委
員
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
中

島
重
男
さ
ん
が

任
期
満
了
に
よ

り
退
任
さ
れ
、
新
し
い
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

平
家
浩
二
さ
ん
（
落
折
）
が
４
月
１
日
付
で
総

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関
全
般
に
及
ぶ
苦

情
や
意
見
・
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
の
間
に
立
っ
た
公
平
・
中
立
な
立

場
か
ら
問
題
の
解
決
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
毎
月
第
２
火
曜
日
、
午
前
９
時
か

ら
12
時
ま
で
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
ミ
ー

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 平家浩二さん

（落折）
☎ (83)0750
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◆納付方法の変更について◆

◆
４
月
支
給
の
年
金
よ
り
平
成
25
年
度
分

の
個
人
町
県
民
税
・
保
険
料
な
ど
の
天
引
き

（
仮
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。

個
人
町
県
民
税
の
特
別
徴
収
対
象
者

　

・
当
該
年
度
の
初
日
（
４
月
１
日
）
に

年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る

町
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象
者

　

・
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
特
別
徴

収
対
象
の
年
金
が
年
額
で
18
万
円
以

上
の
方

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
対
象
者

　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
主
の

方
　

・
世
帯
主
を
含
む
世
帯
内
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
が
全
て
65
歳
以
上
75
歳

未
満 

　

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
（
４
月
か
ら
の
予
定
者
も
含
む
）

　

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額
で

18
万
円
以
上 

　

・
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
を

合
計
し
た
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の

１
未
満 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別
徴

収
対
象
者

　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る
方

　

・
75
歳
以
上
ま
た
は
65
歳
以
上
75
歳
未

満
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
被
保

険
者

　

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る 

　

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額
で

18
万
円
以
上 

　

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
合
計
し
た
額
が
、
年
金
額
の

２
分
の
１
未
満

　

※
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
は
年
金
保
険

者
や
年
金
種
別
に
よ
る
優
先
順
位

が
あ
る
た
め
年
金
額
が
18
万
円
以

上
で
も
特
別
徴
収
の
該
当
と
な
ら

な
い
方
も
あ
り
ま
す
。

◆本徴収について◆

　６月に前年の所得により年間の町県民税・
保険料などが確定します。（後期高齢者医療保
険料については７月に確定）仮徴収分を差し
引いた額を 10、12、２月の３回に分け各年
金支給月に本徴収します。 町県民税・国民健
康保険税・介護保険料額の決定通知書は６月
中旬頃お届けします。後期高齢者医療保険料
額の決定通知書は８月上旬頃お届けする予定
です。

◆仮徴収について◆

　国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料に
ついては、申請により特別徴収での納付から口
座振替による納付に変更することが出来ます。
口座振替による納付を希望される場合は、事前
に金融機関にて口座振替の手続きをして頂き

「口座振替依頼書」の控えと「印鑑」をお持ち

のうえ役場税務課の窓口へお越しください。変
更まで３ヶ月以上かかる場合があります。
　なお、口座振替により納付いただいた場合、
その納付額はお支払い頂いた方（口座名義人）
の社会保険料控除の対象となり、所得税、住民
税の負担が軽くなる場合があります。

町
県
民
税
・
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収（
仮
徴
収
）に
つ
い
て

　４、６、８月は町県民税・保険料などの
額がまだ確定していませんので、２月の特
別徴収額と同じ金額で各年金支給月に仮徴
収します。（国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が４月から初めて特
別徴収の対象となられる方の場合は前年度
の年間保険料額の６分の１相当となります。
対象となられる方へは４月上旬に通知書を
お届けします）

若桜町地域おこし協力隊任命！
～若桜チャレンジショップオープン第１号～

2月21日  木 〉〉〉

若桜町発展に向けて活躍していただきます

和やかな雰囲気の消費生活問題出前講座

2月1日  金 〉〉〉

高齢者叙勲を受賞  大石正一さん（来見野） 

　若桜町の観光土産物開発と新たな観光産業を担

う人材を育成するため、若桜町地域おこし協力隊

の隊員に石井健治さんを任命しました。地域おこ

し協力隊とは、農山村の活性化に意欲のある都市

住民を受け入れ、移住定住や地域の維持・強化を

図る国の制度を活用した支援策です。�

　石井さんは、６ヶ月間、若桜町商工会が町内

の空き店舗を改装したチャレンジショップを活用

し、若桜産の鹿革を使った革細工工房として、特

産品の開発や販売を行います。その後は町内で創

業し、鹿革に親しんでもらうための製造・体験な

ど、地域と密着した活躍を行っていただきます。�

受章された大石正一さん（中央）、
妻 道子さん（中央右）と病院スタッ
フの方々

気を付けて！
悪質商法は身近なところに・・・
消費生活問題出前講座を開催

2月26日  火 〉〉〉

　悪質商法の被害防止を目的として、須澄公民館で須澄老

人クラブ会員１６人が参加の下、消費生活問題出前講座が

開催されました。�

��消費生活問題の専門相談員が、最近よく寄せられる相談

を寸劇を交えて紹介したり、歌を歌って啓発したり、和や

かな雰囲気での講座となりました。�

��若桜町では、毎週火曜日９時から１６時まで、地域福祉

センタードリーミーで、相談所を開設しています。専門の

消費生活相談員が、様々な相談に親身になって応じます。

お気軽にご相談ください。�

　また、無料での出前講座も行いますので、開催を希望さ

れる方はお気軽にお尋ねください。���

　大石正一さんが、高齢者叙勲の旭
きょく

日
じつ

単
たん

光
こう

章
しょう

を受章されま

した。�

　これは昭和４９年３月から平成２年３月までの４期１６

年にわたり、町議会議員として町の発展に貢献された大石

さんの功績が認められたものです。�

　伝達式は、デイサービス先のわかさ生協診療所で行われ、

スタッフや参加者の皆さんに囲まれ、和やかな雰囲気のな

か、町長から賞状と勲章が手渡されました。�
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　この度、県道河原インター線が全線開通しました。この県道は、

鳥取自動車道の河原IC（国道５３号）と国道２９号とを結ぶ自動車

の通行を主体とした道路です。�

　高速道路である鳥取自動車道と一体となって地域を活性化する道

路であり、今後多くの方に周辺の地域を訪れていただけると期待し

ています。�

（中央左）山根弘さん（中央右）茗荷翔太さん若桜幼稚園の教育実践は、認定子ども園「わかさ
こども園」へ引き継がれます

　若桜町明るい選挙推進協議会が総務大臣表彰を受賞され、

その伝達式が鳥取県庁で行われ、鎌谷良憲会長に表彰状が渡

されました。�

　これは、昨年１２月に執行された衆議院議員総選挙で、同

協議会が明るい選挙の推進と投票参加の呼びかけなどに尽力

され、顕著な功績のあったことが認められたことにより、今

回の表彰受賞となりました。協議会会員による町内での街頭

啓発や、積極的な活動を行った結果、投票率は74.00パーセン

トと、県平均（62.92パーセント）を上回ったことのほか、県内

の全市町村の投票率が前回と比較して減少する中で、県内で２番目に小幅な減少（マイナス

7.72ポイント）に止めたことなども今回の表彰受賞の要因となっています。�

　今後も推進協議会の更なる活動の推進が期待されます。�

3月21日  木 〉〉〉

若桜町明るい選挙推進協議会が
総務大臣表彰を受賞

（左）鎌谷会長（右）小林町長

3月10日  日 〉〉〉

祝！河原インター線全線開通！
～地域活性化に期待～

日本海新聞ふるさと大賞2012が決定！
～若桜コーラスと城本裕紀さんが受賞～

3月4日  月 〉〉〉

　日本海新聞ふるさと大賞２０１２の表彰式が若桜町役

場で行われ、地域貢献賞に若桜コーラス、スポーツ功労賞

に城本裕紀さんが選ばれました。�

　この表彰は、若桜町で地域の発展とスポーツ振興に寄与した

方 を々顕彰し、その活動を広く広報することで活動の波及、継続、

意識の高揚を図ることを目的としています。�

　受賞者を代表して「このような栄誉ある賞をいただき、とても

嬉しく思うとともに改めて若桜町の発展にお役に立てたらと思

います」と若桜コーラス中島さんが挨拶されました。�

受賞された城本裕紀さん（中央）、若桜
コーラスの方々と来賓の方々

　自衛隊入隊予定者の壮行激励会を役場町長室で開催しまし

た。自衛官採用試験に見事合格されたのは、山根弘さん（浅

井）、茗荷翔太さん（農人町）です。�

　激励会には、町長をはじめ自衛隊鳥取地方協力本部鳥取募

集案内所井上所長や若桜町自衛隊相談員の森岡芳明さんと寺

坂明さんなどが出席し、入隊者を激励しました。�

　山根さんは善通寺駐屯地、茗荷さんは日本原駐屯地に入隊

予定です。今後のご活躍をお祈りします。�

　若桜幼稚園の閉園式が行われ、長い間地域と共に歩み続け

た歴史に幕が下りました。当日は、かつて勤務された教職員

の方や、歴代の保護者会長など多くの関係者が出席しました。

若桜幼稚園は昭和３６年に開園して以来、半世紀以上の５２

年間、本町の幼児教育に多大な功績を残しました。特に、表

現教育は有名であり、毎年開催された表現教育研究会には、

県内外問わず、多くの幼児教育関係者が参加されました。こ

れまで数多くの全国表彰を受賞され、若桜幼稚園の教育実践

は、保護者はもとより町民の誇りでした。�

　今年度開校しました若桜学園の第１回卒業証書授与式が

さくらホールで行われました。小中一貫校のため、９年生

のみが卒業生です。�

　開校１年目の様々な新しい行事を下級生とともに創りあ

げ、その成長が著しい１年間となりました。卒業生は、小

さい子どもの世話をしっかりとしたばかりでなく、運動面

や文化的な面でも大活躍しました。そんな９年生の姿は、

下級生のあこがれであり、模範となりました。体ばかりでなく心も大きく成長した９年生

２８名がたくさんの思い出と４月から始まる新生活への期待を胸に、学舎を巣立ちました。

3月11日  月 〉〉〉

これからの活躍に期待！
自衛隊入隊予定者を激励

3月23日  土 〉〉〉

52年間の歴史が閉幕！
～若桜幼稚園閉園式～

3月12日  火 〉〉〉

新たな門出　期待を胸に巣立ち！
～若桜学園卒業証書授与式～

地域を結び愛されるふるさとの道

たくさんの思い出を胸に新生活へ向けて



平成25年４月13 平成25年４月 12

○
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
際
に

必
要
な
も
の

月　日 時　間 会　場 集　落

４月18日(木)

9時30分～ 9時40分 糸白見山根製材前 根安・糸白見・大炊・岸野

9時43分～ 9時48分 須澄バス停前 須澄

9時50分～ 9時55分 岩屋堂公民館前 岩屋堂

10時05分～ 10時15分 旧ＪＡ鳥取いなば吉川支店前 吉川

10時25分～ 10時40分 中原分館前 栃原・中原・加地・大野

10時45分～ 10時50分 小船広場 寺前・小船

10時55分～ 11時 落折広場 落折

４月19日(金)

9時30分～ 9時40分 内町公民館前 寺所・馬場・内町・赤松・
あかまつ団地

9時48分～ 9時55分 諸鹿バス停前 諸鹿・来見野

10時10分～ 10時15分 香田バス停前 香田・長砂

10時20分～ 10時25分 上湯原バス停前 湯原

10時30分～ 10時35分 渕見バス停前 渕見

10時45分～ 11時 米公民館前 米・茗荷谷

４月22日(月)

9時30分～ 9時40分 高野隣保館前 上高野・高野

9時50分～ 9時55分 口屋堂羅公民館前 口屋堂羅・屋堂羅

10時10分～ 11時 役場前 宿内・浅井・若葉団地・三倉

６月２日(日) 9時20分～ 9時40分 役場前 全集落

平成25年度狂犬病予防注射実施日程表

※最寄りの会場で受けてください。尚、時間励行にご協力ください。

・
印　

鑑

・
案
内
ハ
ガ
キ

　

既
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
の
み

に
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

・
注
射
手
数
料　

２
，
９
５
０
円

　

注
射
代　

２
，
４
０
０
円
、

　

注
射
済
票
代　

５
５
０
円

・
新
規
登
録
手
数
料　

３
，
０
０
０
円

　

今
の
犬
を
飼
い
始
め
て
ま
だ
登
録

（
犬
の
一
生
涯
に
１
回
）
を
さ
れ
て

い
な
い
方
の
み
。

  

※
飼
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
必
ず
町

民
福
祉
課
へ
死
亡
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
釣
り
銭
の
無
い
よ
う
代
金
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

・
犬
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

○
当
日
の
お
願
い

○
集
合
注
射
に
来
場
で
き
な
い
場
合

・
６
月
２
日
（
日
）
に
若
桜
町
役
場
に
お

い
て
補
足
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

・
集
合
注
射
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
、
町
民
福
祉
課
に
獣
医
師
発

行
の
注
射
済
証
明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
。

（
５
５
０
円
必
要
で
す
）

・
汚
物
を
処
理
で
き
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

・
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
注
射
の
前
に
獣
医
師
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

犬
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す

犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
時

に
人
を
攻
撃
し
た
り
、
近
所
の
物
を
壊
し
た

り
、
他
人
の
土
地
を
フ
ン
や
尿
で
汚
し
た
り

す
る
ば
か
り
か
、
交
通
事
故
に
あ
う
危
険
性

も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
か
か
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　

世
の
中
の
人
す
べ
て
が
犬
を
好
き
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と

し
た
犬
の
い
た
ず
ら
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で

も
、
相
手
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

散
歩
中
の
フ
ン
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

置
き
去
り
に
さ
れ
た
フ
ン
を
見
る
と
誰
で

も
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
一
員

と
し
て
周
り
の
人
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
散
歩
で
フ
ン
を
し
な
い
よ
う
に

し
つ
け
る
こ
と
も
良
い
方
法
で
す
。
ま
た
、

犬
の
尿
も
木
、
花
を
枯
ら
す
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
他
人
へ
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
心
遣
い
が
大
切
で
す
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

犬
に
適
切
な
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　

し
つ
け
は
、
犬
と
の
絆
を
築
き
上
げ
る
最

も
有
効
な
手
段
で
す
。
良
い
し
つ
け
を
す
る

た
め
に
は
、　

飼
い
主
が
犬
の
本
能
を
理
解
し

て
、
犬
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
が
犬
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
犬
に

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
で
、
犬
の
寿
命
も
長

く
な
り
ま
す
。
犬
が
可
愛
く
て
犬
の
欲
求
を

満
た
す
だ
け
で
は
、
犬
の
自
我
を
強
く
す
る

だ
け
で
、
結
果
的
に
人
に
噛
み
付
い
た
り
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
根
気

強
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
役
場
町
民
福
祉
課
・

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所
に
相
談
!!

■
飼
い
犬
を
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た

と
き
。

■
鳥
取
県
に
保
護
さ
れ
た
犬
を
飼
い
た
い
と

き
。    　
　
　

■
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
。

■
迷
子
の
犬
を
保
護
し
た
と
き
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課

☎(

82)

２
２
３
２

Ｉ
Ｐ
☎ 

９(

82)

２
２
３
２

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所
生
活
安
全
課

☎ 

０
８
５
７(

20)

３
６
７
５

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

 

転
出
（
転
任
校
）

校　
　

長　
　

山
本　

光
文
（
東
郷
小
）

教　
　

諭　
　

谷
浦
美
穂
子
（
中
ノ
郷
中
）

養
護
教
諭　
　

植
島　

梨
絵
（
用
瀬
小
）

事
務
主
事　
　

杉
原　

夏
季
（
稲
葉
山
小
）

講　
　

師　
　

岩
本
美
彩
子
（
智
頭
小
）

　

〃　
　
　

山
本　

抄
織
（
河
原
第
一
）

 

退
職 

教　
　

諭　
　

渡
邉　

千
代

　

〃　
　
　

田
中
恵
美
子

講　
　

師　
　

茗
荷　

恵
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

転
入
（
前
任
校
）

校　
　

長　
　

澤
田　

明
範
（
気
高
中
）

教　
　

諭　
　

西
村
い
づ
み
（
安
部
小
）

　

〃　
　
　

横
地　

美
奈
（
桜
ヶ
丘
中
）

　

〃　
　
　

有
田　

千
恵
（
弓
ヶ
浜
小
）

事
務
主
事　
　

福
安　

洋
介
（
白
兎
養
護
）

講　
　

師　
　

村
山
友
香
里

 

新
規
採
用
（
前
任
校
）

養
護
教
諭　

川
口
麻
衣
子
（
八
東
小
養
護
助
教
諭
）

平
成
25
年
度  

若
桜
学
園
教
職
員
人
事
異
動

（ 
）

（ 

）

（ 

）



平成25年４月15 平成25年４月 14

　家族介護者の労苦をねぎらうとともに、経済的負担の
軽減を図るため、寝たきりの高齢者などを在宅で長期に
わたり介護を行っている家族の方に家族介護手当てを支
給します。対象と思われる方は申請をお願いします。

【申請期間など】
申請期間 介護対象期間 支給時期

平成２５年４月１日から
平成２５年４月３０日まで

平成２４年１０月１日から
平成２５年３月３１日 平成２５年５月頃を予定

在宅介護者に手当を支給します

【支 給 額】　月額５，０００円
【手続方法】　申請期間内に所定の用紙「家族介護者手当支給申請書」により、町民福祉課で申請手続き

をしてください。

☎
お問い合わせ先
町民福祉課

（82）2232・2233
ＩＰ９（８２）２２３２

若桜町身体障害者等医療費助成の対象者が追加されました
　平成25年４月より身体障害者医療費助成の対象
者が追加されました。対象となる方は申請手続きを
お願いします。

  追加対象者
　精神障害者福祉手帳「３級」の交付を受けている方

身障３級 身障４級 身障５級 精神２級 精神３級 療育Ｂ
10 割 ７割 ５割 ５割 ５割 10 割

  助成割合
１．市町村民税非課税世帯の助成割合

２．市町村民税非課税世帯以外の対象者について
は本人所得に応じて、１医療期間ごとの月額負担
上限まで負担。

【月額負担上限】（１医療機関ごと）
区分 通院 入院

一　般 ２，０００円 １０，０００円
低所得 １，０００円 　５，０００円

低所得：本人が市町村民税非課税
※入院時食事療養費、保険外適用診療分は対象外。

【対 象 者】　
＜家族介護者＞

１．町内に引き続き６ヶ月以上住所を有している方。
２．在宅要介護者と同居している方。
３．日常生活の介護に常時あたっている方。

　　　　※在宅要介護者とは次の条件を全て満たす方です。
　　　　①　介護保険要介護状態区分要介護３～５の認定を受けている方または障害福祉サービス受給

者証に記載されている障害程度区分４～６の認定を受けている方。
　　　　②　町内に引き続き６ヶ月以上住所を有し、在宅において生活している方。
　　　　③　過去６ヶ月以内に施設利用がない方（ショートステイは除く）。
　　　　※ただし、病院・診療所などこれに類似する施設に入所または入院した月であっても、月20日

以上在宅において介護していた期間であれば支給します。

　氷
ノ
山
は
、
気
温
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が

り
、
す
っ
か
り
春
の
陽
気
で
す
。
雪
も
溶

け
、
ヤ
ナ
ギ
の
新
芽
が
目
に
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
で
も
沢
沿
い
の
森
や

日
陰
に
行
け
ば
ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
場
所
を
よ
く
探
す
と
、
私

た
ち
の
常
識
の
枠
か
ら
外
れ
た
生
物
に

出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ヤ

ゴ
」。
ご
存
じ
の
通
り
、
ヤ
ゴ
は
ト
ン
ボ

の
幼
虫
で
す
。
ト
ン
ボ
は
空
を
生
活
の
場

と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
幼
虫
で
あ
る
ヤ

ゴ
が
水
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
は
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
雪
の

残
る
こ
の
季
節
に
、
雪
の
上
を
歩
い
て
い

る
ヤ
ゴ
が
い
る
な
ん
て
、
信
じ
て
も
ら
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
雪
の

上
を
歩
く
ヤ
ゴ
は
実
在
し
ま
す
。

　そ
の
正
体
は
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ

で
す
。
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ
は
水
中
で

約
７
～
８
年
も
生
活
し
た
あ
と
、
雪
解
け

の
季
節
に
、
陸
に
上
が
り
、
羽
化
す
る
ま

で
の
期
間
を
過
ご
す
変
わ
っ
た
ト
ン
ボ
で

す
。
ま
た
そ
の
他
の
多
く
の
ト
ン
ボ
が
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
羽
化
し
活
動
す
る
の

に
対
し
て
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
春
に
羽
化
し

ま
す
。
こ
れ
も
少
し
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
水
の
き
れ
い
な
渓
流
に
生
息
し
て
い

る
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
環
境
の
指
標
生
物

と
言
わ
れ
ま
す
。
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
が
氷
ノ

山
に
生
息
し
て
い
る
の
は
清
ら
か
な
水

の
流
れ
る
沢
と
そ
の
周
辺
の
自
然
環
境

が
健
全
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
が
住
め
る
自
然
環

境
が
身
近
に
あ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
当

た
り
前
と
思
い
が
ち
な
氷
ノ
山
の
自
然

が
、
実
は
当
た
り
前
で
な
く
貴
重
な
財
産

だ
と
言
う
こ
と
に
気
付
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

　響
の
森

 

自
然
解
説
専
門
員

　小
林
佳
崇

�春、雪の上を歩くヤゴ

11

知っていますか？
「若桜町男女共同参画プラン」

その③

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
適
正
に
評
価
・
理
解

し
て
、
互
い
に
支
え
あ
う
意
識
の
啓
発
を

進
め
ま
す
。

②
家
庭
活
動
を
支
援
す
る
情
報
の
提
供
と

学
習
機
会
の
拡
大

　

家
庭
活
動
の
円
滑
化
に
は
、
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
情
報
取
得
や
学
習
に
よ
る
技
術
習

得
が
大
切
で
す
。
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
共
に
、
講
習
会
や
学
習
会
の
開

催
を
実
施
・
支
援
し
ま
す
。

③
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
向
け
た
支
援

　

意
識
調
査
の
結
果
か
ら
も
育
児
・
介
護

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
必
要
な
施
策
、
支
援
を
図
る
と
と

も
に
、
子
育
て
へ
の
参
画
や
家
事
・
介
護
・

多
様
な
就
業
形
態
な
ど
へ
の
理
解
を
深

め
、
町
内
事
業
所
管
理
職
へ
の
意
識
啓
発

な
ど
、職
場
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

～
家
庭
で
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進
～

　

国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
県
の
女
性

就
業
率
や
夫
婦
共
働
き
世
帯
率
は
全
国
で

も
上
位
に
入
り
、
女
性
の
職
場
進
出
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
や
町
の
意
識
調
査

で
は
、
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
は
女
性

に
偏
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
活
動
で
そ
の
責
任
を
男
女
が
共
に

分
担
し
あ
い
、
こ
の
偏
り
を
な
く
し
て
い

く
事
が
必
要
で
あ
り
、
次
の
３
つ
を
柱
と

し
た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
を
家
族
が
と

も
に
支
え
あ
う
意
識
の
啓
発

　

誰
も
が
経
験
す
る
家
庭
で
の
役
割
で
あ

り
、
多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
し
ま
す
。
家
族
間
で
の
役
割
分
担
に
よ

り
、
個
々
の
時
間
を
大
切
に
で
き
る
よ
う

な
協
力
体
制
が
必
要
で
す
。職
場
と
家
庭
、

　

３
月
７
日
、
若
桜

町
公
民
館
を
会
場
に

「
男
女
共
同
参
画
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
大
月
悦
子

さ
ん
を
迎
え
、
倉
吉

市
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
状
況
な
ど
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
日
常
生
活
を
振

り
返
っ
て
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
」「
意
識
啓
発
に
役
立
っ
た
」
と
好
評
で

し
た
。

　

今
後
も
講
演
会
、
学
習
会
な
ど
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
後
も
講
演
会
、
学
習
会
な
ど
を
開
催
し

  申請に必要なもの
・領収書（精神３級の方については、４月以降に

医療を受けたものに限ります）
・認印

  申請場所
　役場町民福祉課　☎ (82)2232・2233
　　　　　　　 IP ☎９(82)2232
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今
回
は
通
信
販
売
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
通
信
販
売
は
、

訪
問
販
売
な
ど
の
よ
う
に
不
当

な
勧
誘
に
よ
り
判
断
能
力
が
低

下
し
て
、
不
要
な
も
の
を
購
入

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
低
い
と

考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
返
品

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ブ
ル
多
発

を
背
景
に
法
改
正
に
よ
っ
て
、

事
業
者
が
商
品
ま
た
は
指
定
権

利
に
つ
い
て
広
告
に
よ
る
通
信

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

販
売
を
行
っ
た
場
合
は
、
商
品

の
引
渡
日
な
ど
か
ら
起
算
し
て

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
返
品
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
返
品
で
き
な
い
旨
表

示
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
件
に
お
い
て
、
業
者
は
商

品
を
カ
タ
ロ
グ
で
広
告
し
て
販

売
し
て
お
り
、
商
品
引
渡
日
か

ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
返
品
が
認
め
ら
れ
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
業
者
は
、
返
品

で
き
な
い
旨
表
示
し
て
い
た
と

し
て
返
品
を
拒
ん
で
い
ま
す
。

返
品
で
き
な
い
旨
の
表
示
方
法

に
つ
い
て
は
、
消
費
者
に
と
っ

て
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
表
示
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
返
品
で

き
な
い
旨
を
極
め
て
小
さ
な
文

字
で
表
示
し
た
り
、
広
告
中
で

消
費
者
が
認
識
し
づ
ら
い
箇
所

に
表
示
し
た
り
し
た
場
合
に

は
、
消
費
者
に
と
っ
て
容
易
に

認
識
で
き
る
よ
う
表
示
し
た
と

は
い
え
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
の
場
合
に
は
、
最

終
申
込
画
面
に
お
い
て
も
返
品

で
き
な
い
旨
を
消
費
者
に
容
易

に
認
識
で
き
る
よ
う
表
示
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
件
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
隅

に
読
め
な
い
ぐ
ら
い
の
小
さ
な

文
字
で
返
品
で
き
な
い
旨
記
載

さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
消

費
者
に
と
っ
て
容
易
に
認
識
で

き
る
よ
う
表
示
し
た
も
の
と
は

い
え
ま
せ
ん
の
で
、
返
品
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
た
だ
、
す

で
に
商
品
の
引
渡
を
受
け
て
お

り
、
こ
れ
を
返
品
す
る
費
用
に

つ
い
て
は
、
消
費
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
な

ど
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　商
品
カ
タ
ロ
グ
を
眺
め
て
い

た
ら
、
気
に
入
っ
た
商
品
を
見

つ
け
た
の
で
早
速
購
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
届
け
ら

れ
た
商
品
は
、
カ
タ
ロ
グ
か
ら

受
け
た
イ
メ
ー
ジ
と
か
な
り
異

な
っ
て
い
た
の
で
、
返
品
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
業
者

は
、
返
品
で
き
な
い
旨
表
示
し

て
い
る
と
主
張
し
て
、
返
品
に

応
じ
ま
せ
ん
。
確
か
に
カ
タ
ロ

グ
の
隅
に
、
読
め
な
い
ぐ
ら
い

の
小
さ
な
文
字
で
返
品
で
き
な

い
旨
記
載
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
は
気
づ
く
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の
主
張
ど

お
り
返
品
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

【４月の消費生活相談】
【と　き】４月９日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）
　　　　９時～ 16時

【ところ】地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

【４月の法律相談】
【と　き】４月９日（火）13時30分～ 16時 ＊要予約
【ところ】地域福祉センター  ドリーミー
　☎(82)0254  ＩＰ☎９(82)0254☎

お問い合わせ先
若桜町保健センター

（８２）２２１４
若桜町包括支援センター

（８２）２２０９
IP ９（８２）２２１４

○
成
年
後
見
制
度
と
は

　

成
年
後
見
制
度
は
精
神
上
の

障
が
い
（
認
知
症
、
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
な
ど
）
に
よ

り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

が
、
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う

に
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
し

て
、
そ
の
方
を
援
助
し
て
く
れ

る
人
を
付
け
て
も
ら
う
制
度
で

す
。

　

本
人
が
持
っ
て
い
る
預
貯
金

や
不
動
産
な
ど
の
財
産
管
理
、

あ
る
い
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
施
設
へ
の
入
退
所
な
ど
を

行
う
た
め
の
契
約
な
ど
を
、
本

人
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

○
「
町
長
申
立
て
」
と
は

　

成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の

親
族
な
ど
が
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
身
寄
り

の
な
い
方
」
や
「
親
族
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
方
」
な
ど
に
つ

い
て
も
、
成
年
後
見
制
度
の
適

切
な
利
用
を
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、
若
桜
町
で
は
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
、
町
長
に

よ
る
後
見
開
始
の
申
立
て
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
町
長
申
立
て
の
流
れ

①
町
に
対
す
る
要
請

　

近
所
の
人
、
親
族
、
民
生
委

員
な
ど
の
支
援
者
や
、
医
療
機

関
や
福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
、

申
立
て
の
相
談
や
要
請
を
受
け

ま
す
。

②
町
に
よ
る
調
査
と
検
討

・
本
人
の
状
況
（
生
活
状
況
、

健
康
状
況
な
ど
）
の
実
態
把
握

を
し
ま
す
。

・
親
族
の
状
況
調
査
を
行
い
、

２
親
等
内
の
親
族
が
い
れ
ば
、

そ
の
親
族
が
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
ま
す
。

③
町
長
申
立
て
の
適
否
の
検
討 

④
町
長
申
立
て
の
決
定

　

農
地
を
権
利
移
転
及
び
用

途
変
更
（
転
用
）
す
る
場
合

は
、
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

き
許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
転
用
の
手
続
き
に

は
、
次
の
2
つ
の
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

各
許
可
な
ど
の
申
請
締
め

切
り
は
毎
月
25
日
で
翌
月
の

10
日
前
後
に
開
催
さ
れ
る
委

員
会
で
審
議
し
ま
す
。

農
地
転
用

☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

⑤
申
立
て

⑥
後
見
等
開
始
の
審
判

○
申
立
て
費
用
の
負
担
に
つ
い

て
　

町
長
申
立
て
の
場
合
、
申
立

費
用
に
つ
い
て
は
町
が
負
担
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
裁
判
所
が
、

関
係
人
に
手
続
き
費
用
の
負
担

を
命
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
成
年
後
見
人
な
ど
の
報
酬
に

つ
い
て

　

町
長
申
立
て
で
成
年
後
見
人

な
ど
が
選
任
さ
れ
た
方
の
う
ち
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
、
成
年

後
見
人
な
ど
の
報
酬
を
負
担
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
方
に
対

し
、
報
酬
を
助
成
す
る
「
若
桜

町
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
」
が
合
わ
せ
て
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

受
付
は
、包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
窓
口
で
す
。
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申立ての流れ

「
成
年
後
見
制
度
に

お
け
る
町
長
申
立
て
」を

始
め
ま
す

３月11日に農業委員会を
　　　　　　開催しました。
審議事項

　・非農地証明　　　　７件
　・利用権設定　　　　４件

転用のケース 申請者

農家が自分の所有する農地を転用
する場合
 （農地法４条）

農地の所有者

事業者などが農地を買ったり借り
たりして転用する場合

（農地法５条）

 売り主と買い主
　（土地所有者と転用事業者）
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町
長

　
小
林  

昌
司

37
集
落
を
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
！

～
こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
～

　
「
こ
ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
」

は
２
期
目
の
平
成
22
年
４
月
か

ら
、
毎
月
１
集
落
を
訪
問
し
て

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
度
、
37
集
落
の
訪
問
が
終

了
し
ま
し
た
。（
２
集
落
は
都
合

に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）

　

１
期
目
か
ら
の
４
年
間
の「
こ

ん
に
ち
は
町
長
室
」は
、
月
１
回
、

町
長
室
を
開
放
し
て
お
話
し
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の「
こ

ん
に
ち
は
移
動
町
長
室
」は
各
集

落
に
出
か
け
て
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宿
内
で

の
参
加
者
は
極
端
に
少
な
く
残

念
で
し
た
が
、
他
の
集
落
で
は

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

大
盛
況
で
し
た
。

　

朝
９
時
か
ら
２
時
間
ほ
ど
開

策
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

平
成
25
年
度
に
は「
若
桜
保
育

所
」と「
私
立
若
桜
幼
稚
園
」が

統
合
し
て
、
認
定
子
ど
も
園
を

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。
こ
の
入
園
記
念
と
し
て

園
児
服
・
体
操
服
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
若
桜
学
園

に「
特
色
あ
る
教
育
」を
し
て
い

た
だ
こ
う
と
１
０
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
先
生
方
で
話
し

合
っ
て
執
行
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
小
、
中
学
生
の
給
食

費
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
公
費

負
担
を
１
／

３
か
ら
１
／

２
に
い

た
し
ま
す
。

　

通
学
費
の
一
部
補
助
と
し
て
、

高
校
生
に
月
額
７
，
０
０
０
円

を
全
員
に
補
助
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

催
し
、
１
時
間
は
町
が
行
っ
て

い
る
施
策
や
方
向
性
を
話
し
、

説
明
責
任
を
果
た
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
残
り
１
時
間
は
皆
様
方

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
ご
意
見
の
中
で
は
、

と
て
も
良
い
意
見
が
挙
げ
ら
れ

翌
日
に
は
メ
ー
ル
で
各
課
長
に

状
況
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
す
ぐ
取
り
組
め
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
加
え
、

年
度
内
に
希
望
ど
お
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

行
政
の
中
で
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
陳
情
や
要
望
に
よ
り

事
業
を
行
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
、
年
中

集
落
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

と
陳
情
な
ど
が
な
く
て
も
積
極

的
に
施
策
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
出
席
さ
れ
た
方
は「
町

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

良
く
理
解
で
き
る
」と
、
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
や
は
り
私
た

ち
が
汗
を
流
す
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
は
教
育
長
と
共
に
訪

問
し
て
、
教
育
へ
の
話
し
も
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す

～
子
育
て
王
国
を
目
指
し
て
～

　

町
で
は
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
年
々
子
育
て
支
援

　

将
来
は「
子
育
て
王
国
」を
目

指
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

県
議
会
で
美
味
し
い

若
桜
米
を
試
食

　

八
頭
郡
選
出
の
福
田
県
会
議

員
が「
八
頭
郡
の
米
は
美
味
し

い
と
い
う
評
判
が
あ
る
。
ブ

ラ
ン
ド
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
」と
３
月
県
議
会
の
最
中
の

３
月
６
日
に
一
般
質
問
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
県
議

会
は
、
こ
の
日
の
昼
食
に
県
議

会
議
員
全
員
と
県
知
事
な
ど
が

「
若
桜
米
の
お
む
す
び
」を
試
食

さ
れ
ま
し
た
。
若
桜
町
観
光
開

発
事
業
団
に
依
頼
が
あ
り
、
味

工
房
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
４
名
に

よ
り
こ
の
お
む
す
び
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
福
田
議
員
の
答
弁
で

平
井
知
事
が「
若
桜
の
米
は
美

味
し
か
っ
た
。
東
京
丸
の
内
の

タ
ニ
タ
食
堂
で
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
何
と
か
因
幡
の
米
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
た
い
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
議
会
議
員

数
名
も
町
長
の
と
こ
ろ
に「
若

桜
米
は
美
味
し
か
っ
た
」と
お

礼
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
納
税
で
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
展
開

　

平
成
24
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
過
去
最
高
の
７
０
０
万

円
を
突
破
す
る
状
況
で
す
。
皆

様
方
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税

で
、
平
成
25
年
度
に
は
町
の
活

性
化
事
業
と
し
て「
中
之
島
公

園
の
桜
植
樹
」、「
ふ
る
さ
と
の

川
を
守
る
事
業
」、「
渓
流
魚
の

放
流
」、「
若
桜
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
創
出
事
業
」、「
合
併
60
周

年
記
念
行
事
」、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

放
送
公
開
番
組
実
施
事
業
」な

ど
６
事
業
に
７
３
０
万
円
を
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

若桜幼稚園最後の卒園式

美味しい若桜米を育てます

今月の言葉　さわやかな　笑顔でおくる　通学路

ひみこの歯がいーぜ

血圧測定

▲

紙芝居

平成25年４月19

�

�

★
健
康
づ
く
り
・
人
づ
く
り
開
催
★

２
月
22
日(

金)　

　

調
理
実
習
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
を
中
心
に

①
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
②
な
め
こ
の
お
ろ
し
和
え
③
白
菜

と
ツ
ナ
の
み
そ
ス
ー
プ
④
ミ
ル
ク
だ
ん
ご
を
作
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
手
際
の
良
さ
に
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　

食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
の
感
想
は
、
と
て
も
好
評
で
し

た
。

�������������

�������������

　

午
後
か
ら
、「
こ
こ
ろ
を
元
気
に
し
ま
し
ょ

う
」
の
テ
ー
マ
で
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
寺
西

さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
は
「
う
つ
」
に
か
か
り
や
す
い
の
で
、

予
防
す
る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
周
囲
の

人
の
接
し
方
の
工
夫
、
ま
た
、「
指
体
操
」「
し
り
と
り
」

を
し
て
頭
を
使
う
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
隣
保
館
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
・
栄
養

士
・
食
生
活
改
善
推
進
員
の
メ
ン
バ
ー
で
【
ポ
ン
ポ
コ

山
の
聞
き
耳
ず
き
ん
】
の
紙
芝
居
を
披
露
し
、
緊
張
し

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
良
く
で
き
て
い
た
と
ほ

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
意
見
や
笑
い
声
が
た
く
さ
ん
聞
け
た
一
日

で
し
た
。

　

隣
保
館
で
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
・
栄
養
士
・

食
生
活
改
善
推
進
員
と
合
同
で
健
康
料
理
講
習
会
を
参
加

者
15
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
血
圧
を
計
り
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
そ
の
あ
と

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
た
め
に
」
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

歯
が
多
い
ほ
ど
よ
く
噛
め
、
噛
め
ば
唾
液
が
出
て
…
。
と

健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大

切
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

�



平成25年４月21 平成25年４月 20

1

≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・いちばん長い夜に 乃南　アサ ・池上彰の学べるニュース　　６ 池上　彰

・イノセントブルー 神永　学 ・新しい国へ 安倍　晋三

・孤独な放火魔 夏樹　静子 ・片付けたくなる部屋づくり 本多　さおり

・レ・ミゼラブル　　１～４ ユーゴー ・カヌー＆カヤック入門 辰野　勇

・消えたなでしこ 西村　京太郎 ・すぐわかるＷｉｎｄｏｗｓ８ 間久保　恭子

・ａｂさんご 黒田　夏子 ・圧力鍋、使ってみよう 行正　り香

・ガッツン！ 伊集院　静 ・日本人の魂と新島八重 櫻井　よしこ

・欠落 今野　敏 ・食べる順番健・康・法 大久保　ゆうこ

・夜の底は柔らかな幻　　上・下 恩田　陸 ≪　ヤングアダルト　≫

・穢れた手 堂場　瞬一 ・ビブリア古書堂の事件手帖　４ 三上　延

・ハピネス 桐野　夏生 ・少年弁護士セオの事件簿　３ ジョン　グリシャム

・王妃の帰還 柚木　麻子 ≪　児　童　書　≫

・沈黙の町で 奥田　英朗 ・じゃんけんのすきな女の子 松岡　享子

・冬芽の人 大沢　在昌 ・お手紙ありがとう 小手鞠　るい

・解錠師 スティーヴ　ハミルトン ・野生のゴリラと再会する 山極　寿一

・状箱騒動 佐伯　泰英 ・こびと大百科 なばた　としたか

・糸車 宇江佐　真理 ≪　絵　本　≫

・おもかげ橋 葉室　麟 ・プレッツェルのはじまり エリック　カール

・輝天炎上 海堂　尊 ・おみまい、おことわり？ ボニー　ベッカー

・セメクト 太田　忠司 ・わにわにとあかわに 小風　さち

・生と死についてわたしが思うこと 姜尚中 ・えんまのはいしゃ くすのき　しげのり

・選ぶ力 五木　寛之 ≪　郷　土　≫

・切に生きる 瀬戸内　寂聴 ・よみがえった神さま 南部町立図書館

・Ｂ級恋愛グルメのすすめ 島本　理生 ・古代中世の因伯の交通 錦織　勤

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　　着　　図　　書 2013.	2.	28 まで

◎
小
学
生
水
泳
教
室

　

カ
エ
ル
コ
ー
ス

　

27
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

イ
ル
カ
コ
ー
ス

　

27
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

シ
ャ
チ
コ
ー
ス　

　

27
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

18
日
（
木
）

　
　

16
時
40
分
～
17
時
30
分

　

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス　

　

27
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

18
日
（
木
）

　
　

17
時
40
分
～
18
時
30
分

４
月
の
予
定

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
３
・
４
月
号

Ｎ
Ｏ
・
100

　
　
　
　
　

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日　
　

毎
週
月
、
金
曜
日

（
営
業
日
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
18
時
30
分　
　
　
　

12
時
～
20
時

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

・ベビースイミング　月２回　（０～３歳の親子）
・キッズスイミング　月４回　（３～６歳の幼児）
・みんなで水中ウォーキング
　　　　　　　　 　毎週月・木曜日　（一般）
・やさしいヨガ教室　月４回　（一般）

〈新規教室開催予定〉
・シルバーウォーキング　月４回　（65歳以上）
・アクアウォーク　月２回　（中学生以上）
～温水プールで健康管理をしてみませんか？～

小学生水泳教室
2013年度会員募集中

カエル・イルカコース　月２回
　年間受講料 13,200円
シャチ・クジラコース 月４回
　年間受講料 22,000円
※別途年間保険料として800円
が必要です。
※その都度プール入館
料がかかります。

各種水泳教室募集のお知らせ



平成25年４月23 平成25年４月 22

サ
ー
ク
ル
紹
介

公民館講座　　　　　　　　
プリザーブドフラワー講習会

　

鉛
筆
一
本
と
メ
モ
用
紙
一
枚
あ
れ
ば
、
川
柳
は
今
日
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。
難
し
い
決
ま
り
も
準
備
も
い
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
日
常
の
言
葉
で
、
い
つ
も

感
じ
て
い
る
事
柄
や
、
自
分
の
思
い
を
五
・
七
・
五
に
置
き
か

え
並
べ
て
み
る
だ
け
な
の
で
す
。
新
聞
な
ど
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
川
柳
は
実
に
身
近
な
庶
民
の
文
芸
な
の
で
す
。
心
を

詠
む
の
が
基
本
で
す
が
、
対
象
は
政
治
、
社
会
、
自
然
、
趣
味
、

仕
事
、
恋
愛
、
家
族
、
夢
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
な
ど
、
要
す
る

に
な
ん
で
も
良
い

の
で
す
。
町
民
の

皆
様
、
ご
一
緒
に

始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
入
会
、
大
歓

迎
で
す
。

　

半
年
も
す
れ
ば
、

あ
な
た
も
も
う
一

流
の
川
柳
家
に
な

る
こ
と
、
請
け
合

い
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
公
民
館
ま

で
御
一
報
を
。

川
柳
さ
く
ら
吟
社

　２月23日（土）、君野和枝さんを講師に
迎え、簡単なお菓子づくり（チーズケーキ、オレンジ
ムース、開

かい

口
こう

笑
しょう

の３品）を教わりました。　
　オレンジムースが、固まらないなどのアクシデント
もありましたが、何故固まらなかったのかを教わり、
ムースづくりに再度チャレンジし、今度は見事に成
功！
　簡単につくれておいしいお菓子にみんな笑顔。残り
のお菓子はお家の方へのお土産として持ち帰りまし
た。

簡単おかしづくり

ちびっこシェフにお任せ！

お部屋を彩るインテリアとして最適

　１月27日（日）、中山和佳子さんを講師に
迎え、プリザーブドフラワー講習会を開催
しました。プリザーブドフラワーとは、保
存加工技術により水やりをしなくても長期
間みずみずしさを保ったまま色鮮やかに咲
き続けるまさに魔法の花で、インテリアと
しても最適です。
　参加者の中には、娘さんへのプレゼント
と自宅用の２つを製作された方もあるほど、
豪華で可愛らしい作品に仕上がりました。

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　

（
さ
く
ら
吟
社
）

き
な
臭
い
世
界
不
安
が
増
し
て
く
る

　
　

 

植
田
み
の
る

新
薬
を
飲
ん
で
も
効
か
ぬ
恋
病　
　

　
　

 

車
井　

信
恵

恵
方
巻
き
食
べ
て
死
な
ど
は
考
え
ぬ

　
　

 

門
村　

千
代

長
寿
国
老
い
て
ま
す
ま
す
薬
漬
け　

　
　

 

中
田　

房
江

突
然
に
な
に
も
語
ら
ず
友
は
逝
き　

　
　

 

茗
荷　

き
み

ド
キ
ド
キ
と
春
の
号
砲
待
っ
て
い
る

　
　

 

盛
田　

夢
路

百
均
で
ど
っ
さ
り
買
っ
た
二
千
円　

　
　

 

西
谷　

幸
子

春
風
に
ス
カ
ー
ト
揺
れ
て
ド
キ
ド
キ

だ　

 

谷
口　

史
子

百
薬
の
長
も
過
ぎ
れ
ば
毒
と
化
す　

　
　

 

永
原　

昌
鼓

遺
伝
子
が
私
の
か
ら
だ
支
配
す
る　

　
　

 

土
岐　

昌
子

春
は
花
老
い
た
こ
の
身
も
若
返
る　

　
　

 

藤
原
美
智
恵

ど
こ
ま
で
が
指
導
か
愛
の
ム
チ
な
の

か　

 

川
上　
　

巧

八
十
歳
ま
だ
ま
だ
欲
し
い
惚
れ
グ
ス

リ　

 

山
本　

欣
和

金
欠
病
と
縁
切
り
で
き
る
ク
ス
リ
く

れ　

 

盛
田　

康
秋

突
き
放
し
愛
の
深
さ
を
試
し
み
る　

　
　

 

中
島　

寿
道

ド
キ
ド
キ
と
し
な
が
ら
知
ら
ん
顔
を

す
る 

竹
口　

清
信

温
か
な
笑
み
が
一
番
良
い
ク
ス
リ　

　
　

 
藤
原　

鬼
桜

俳　

句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

春
い
っ
ぱ
い
溢
れ
て
を
り
し
宿
の
膳

 

西
尾　

青
雨

「
花
は
咲
く
」
銀
盤
に
舞
ふ
ス
ケ
ー

タ
ー 

中
村　

節
枝

幸
せ
を
晴
れ
着
に
包
み
宮
の
春

 

山
根　

里
江

そ
ば
打
に
揃
い
し
笑
顔
村
の
春

 

坂
口　

仲
子

憂
き
こ
と
は
み
な
ま
で
言
は
ず
春
炬

燵 

谷
口　

裕
子

俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

暮
れ
六
つ
の
鐘
の
揺
さ
ぶ
る
冬
木
立

　
　

 

山
本　

小
品

日
向
ぼ
こ
夢
の
新
居
に
サ
ン
ル
ー
ム

　
　

 

茗
荷　

恵
子

工
場
の
煙
一
筋
春
隣　
　
　
　
　
　

　
　

 

田
島　

富
子

寒
雀
ひ
と
の
庭
の
黙
に
来
て　
　
　

　
　

 

谷
口　

裕
子

立
春
の
白
亜
の
校
舎
輝
け
り　
　
　

　
　

 

竹
本　

光
子

会員募集

　２月20日（水）、若桜町公民館池田分館で高齢者
健康学習会を開催しました。
　フィットネスジャングル（鳥取市）から河村郁子
運動指導員を講師に迎え、「介護予防のための運動術」
をテーマに、足先から首、頭まで体全体を使って無
理なくできる運動を習いました。運動量が少なくな
る冬場は、少しずつ毎日続けたいものです。そのあと、
大正琴クラブの演奏を聞き、身も心もリラックスし
た時間を過ごしました。

高齢者健康学習会

運動指導員の動きに合わせて

仲間と一緒に楽しく学んでみませんか。

　若桜町公民館では、サークル会員を募集します。
　春になって何か始めてみたい方、時間に余裕のできた方、仲間づくりを
したい方は、公民館で活動しているサークルに参加しませんか。
　詳細については、広報 4 月号の折り込みチラシをご覧ください。
お問い合せ先　若桜町公民館　☎ (82)1584　IP ☎ 9(82)1584

　若桜町公民館では、サークル会員を募集します。
　春になって何か始めてみたい方、時間に余裕のできた方、仲間づくりを

　詳細については、広報 4 月号の折り込みチラシをご覧ください。


